
再生可能エネルギー等イノベーション共創プラットフォーム 設立総会

次 第 

 

令和元年 10月 8日（火）14：00～15：30  

ホテルニューオータニ佐賀「鳳凰の間」   

（佐賀市与賀町 1-2）           

 

 

１．開会 

 

２．主催者あいさつ 

 

３．プラットフォームの概要・設立趣旨の説明 資料１ 

 

４．議事 

 

第１号議案 プラットフォーム規約（案） 資料２ 

 

第２号議案 令和元年度事業計画（案） 資料３ 

 

第３号議案 令和元年度収支予算（案） 資料４ 

 

５．令和元年度研究分科会テーマの概要説明 資料５ 

 

６．閉会 



1

再生可能エネルギー等イノベーション共創
プラットフォーム（CIREn）

概要説明
 再  先進県 実現 目指   

令和元年10⽉８⽇

佐賀県産業労働部
新エネルギー産業課

        設⽴ 背景

2

再生可能エネルギー関連分野の産業創出に向けたこれまでの県の取組

県内
A社

県内
C社

個別にマッチングし、
関連企業等と研究会を実施するなど
して産業創出に向けた活動を支援

大学

県内
B社

県外
E社

D
研究所

県

近年      関連分野 ⾼度化 複雑化

県内の企業や大学、試験研究機関等の持つ知的資源等を結集し、
新たなイノベーションを起こす体制づくりが必要

県 佐賀大学
「再エネ先進県実現に向けた連携協定」 締結

本日

プラットフォームを
共同 設⽴

しかし・・

資料１



設⽴ 趣旨

3

構想によって目指す姿

佐賀発や県にゆかりある人・企業・技術・製品等で
日本 世界 再生可能     等 普及拡大 貢献 

県 平成29年度末  佐賀県再生可能     等先進県実現化構想  策定

佐賀発や県にゆかりある人・企業・技術・製品等で
日本 世界 再生可能     等 普及拡大 貢献 

SDGｓ（持続可能な開発目標）

の目標達成への貢献も目指す

構想の実現に向けオープンイノベーションを基軸に
産学官連携   再  等 研究開発 市場開拓 進     

県内の関連産業創出を加速させる

         設⽴目的

活動方針

4

企業

試験研究
機関

大学
専修学校

NPO・
NGO

⾏政機関

研究分科会 設置      交流会 開催交流機会 提供

研究分科会活動への支援 等研究開発の推進
大学等と連携した研究開発の実施 等人 材 育 成
研究開発等成果の海外展開に対する支援市 場 開 拓

CIREｎ

オープンイノベーションを基軸に
様々 分野 英知 結集 

県と佐賀大学による共同事務局
会費無料

○主な活動内容

○主な構成員



研究開発の進め方（イメージ）

5

研究テーマの探索

Ａ社

大学

Ｂ社

【××分科会の事例】

個別研究

市場調査

要件定義

可能性調査

研究プロジェクト

実証用
設備の
製 作

個別研究の成果を
もとに外部資金を
獲得し、実際に設備
を導入した実証試験を
実施

プロジェクト化するために必要な
事前調査や基礎研究を実施

製品化

●再エネ関連の分野ごとに分科会を設置

●参加する企業・団体・大学等がニーズや
シーズを持ち寄り研究するテーマを探索

【期待する成果】
・再エネの普及
拡大への貢献

・新たな産業の
創出 など

CIREn(セイレン)が活動費を支援
外部資金を

獲得して実施

事業収支の推計

市場規模の推計等

研究 要件 整理

試作研究
簡易的 試作評価

分散している再エネ発電設備の
管理    削減    

IoTでエネルギー消費設備
 管理    低減    
例    

自社のAI技術を使って故障が予測
    更     下     
も・・・

研究テーマ例：
「AI・IoT技術を用いた

遠隔監視システムの開発」

6

現代版「精錬方※」

※精錬方 1852年 佐賀藩 設置  理化学研究所  幕末 明治期 我 国 科学技術 牽引



資料２第１号議案









令和元年度事業計画（案） 
 

 

１ 設立記念交流会の開催 

   期日：令和元年 11 月７日（木）１４時３０分～１７時１０分 

   場所：ガーデンテラス佐賀（佐賀市） 

   内容：設立記念講演（講師（予定）：トヨタ自動車株式会社 張 富士夫相談役） 

      研究開発等事例紹介 等 

      ※ 懇親会（会費制）を併せて実施予定 

２ 研究分科会の設置 

  令和元年度は、以下の９つのテーマの研究分科会を設置し、プラットフォーム会員間

の交流を通じてオープンイノベーションによる研究開発や事業モデルの創出を推進する。 

＜令和元年度に設置する分科会の９つのテーマ＞ 

洋上風力発電、太陽光発電、海洋温度差発電関連技術、電気化学、遠隔監視、無線電力伝送、 

未利用熱利用空調システム、レアメタル回収、ものづくり 

 

 

１ 研究支援事業 

研究分科会が行う研究開発や製品開発に繋がる取組に対し支援する。 

① 事前調査事業 

対象事業：研究テーマ探索に必要な調査、基礎的研究等 

支援上限額：Ａ100 万円（採択件数：２件以内） 

      Ｂ 50 万円（採択件数：３件以内） 

      Ｃ 25 万円（採択件数：２件程度） 

  ② 試作研究等事業 

    対象事業：研究テーマに関する市場分析、可能性検討、基礎的研究、試作評価等 

    支援上限額：400 万円（採択件数：２件） 

※ 事業への応募は研究分科会の座長が行い、評議会審査により支援先及び額を決定する。 

※ なお、評議会審査により予算の範囲内で採択件数の増減を可能とする。 

２ 研究開発に資する情報等の提供 

  （例）先進事例等の紹介、国等の次年度事業（予算）情報提供 等 

 

 

 ホームページ開設による情報発信 

研究開発・産学官連携の推進 

関連産業の創出に資する情報や交流機会の提供 

広報事業 

第２号議案 資料３



令和元年度収支予算（案） 
 

 

１ 収入の部          （単位：千円） 

項 目 予算額 備 考 

負担金 20,000 県負担金 

合 計 20,000  

  

 

２ 支出の部          （単位：千円） 

項 目 予算額 備 考 

研究支援事業費 12,000  

企業等交流活動費 1,460 

交流会開催経費（講師謝金、会場借上料等） 

評議会開催経費（委員謝金、旅費等） 

その他必要経費 

情報収集活動事業費 780 国補助事業の事前相談に係る経費 

広報活動事業費 1,160 
ホームページの開設・維持管理に係る経費 

会員等への情報発信に係る経費 

佐賀大学事務局 

管理運営費 
4,600 

事業の管理運営に必要な経費（光熱水費、人件費等） 

（直接事業費の 30％を超えない額） 

合 計 20,000  

 

資料４第３号議案



資料５


